
 

 

 

 
 

 

 

 

新年あけの１月２日・３日両日にわたって開催され 

た東京箱根間往復大学駅伝競走、ご覧になられた方も多

いかと思います。ある意味、レース前の予想をくつがえ

す青山学院大学の完璧な優勝に終わりました。出場した

21チーム210名の選手はもちろん、残念ながら出場はでき

なかったけれど、出場選手のサポート役にまわった選

手、マネージャーなどの裏方さん。一人一人に多くのド

ラマがあるため、日本全国の方々が放送にくぎづけにな

るのだろうと思います。 

その中で、私の印象に残った選手は、青山学院大学の４区を走り、区間記録をぬり

かえ、優勝の立役者となった吉田祐也選手です。 

彼は、過去２年間はエントリーされながら、本番は走れないいわゆる11番目の選手

だったようです。しかし、彼はあきらめませんでした。くさることなく、人一倍練習

にうちこみ、走り込み、力をつけ、最後となる４回生の今年はみごと選手として走る

ことができました。彼は言いました。「10年間、この１日のため、この１時間のため

に走り続けてきた」と。彼のひたむきな努力は、見事に花開き、素晴らしい結果とな

って返ってきたのです。 

すべてがすべて、このように、ハッピーエンドにはならないでしょう。しかし、少

なくとも、「ぼくは無理」「また今年も選ばれないだろう」とあきらめ、練習をしな

かったとしたら、このような結果には決してたどりつかなかったであろうと思いま

す。 

私が尊敬する『イチロー選手』は、「ただひたすら同じことを繰り返した」とよく

言っています。 

続けるって本当大変です。やろうと決めても、「まあ今日はいいか」「今日は〇〇

があったから、明日からやろう」・・・。ついつい自分に甘く、自分の決めたことな

のに実行しないことの方が大半です。 

地味かもしれないけれど、『コツコツとがんばりぬく力こそ、自己実現につながる

近道』と私は信じています。だから、子どもたちにも、決してあきらめてほしくない

ですし、何とか自分で決めたことをコツコツと積み上げていってほしいなと思ってい

ます。 

私たち、まわりの人の役目は、それをサポートしてあげる 

こと。がんばっている姿をほめ、続けられるよう支えてあげ 

ることかなと思います。 

素晴らしい選手のそばには、必ず素晴らしいサポータ―が 

います。そんなサポーターになりたいものだと思います。 
 

    継続は力なり。  続ければ本物になる！ 
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ボランティア感謝の会 

を開催します。 
 
毎朝・夕、子どもたちの交通事故防止のため、い

つも安全を見守っていただいている見守り隊の

方々、また、年間８回、だいたい月１回のペースで

読み聞かせをしていただいている図書ボランティア

の方々をお迎えし、感謝の会を予定しています。 

お忙しいとは思いますが、普段、なかなかお礼が

言えていないので、ぜひ、おこしいただきたいと思

っています。何とぞ、よろしく 

お願いいたします。 

お待ちしています。 
 
 

 

        
 
 

スキー教室、ピンチ‼ 
 

まさか、ここまでとは・・・。 

まれにみる暖冬です。 

昨年もたいがいだったのですが、それ

を上回る暖冬で、雪が舞う姿さえ、見る

ことがないような状況です。 

 週間天気予報でも、１月 31 日まで雪

マークはまったくなく、降雪が期待でき

ない状況です。 

 そこで、予定していた１月 31 日(金) 

はとりやめ、予備日の２月１３日（木）

に延期いたします。 

 そのため、１月 31 日は 

給食実施日とします。 

お弁当の準備 

は結構です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１.17 は『いのちについて考える日』です」 

 
 
阪神・淡路大震災の発生から２５年目を迎えました。 

子どもたちはもちろんまったく知らない大震災ですが、私たち大人にとって 

は、何年たっても消えることのないあの悲惨な姿が今も鮮明に残っています。 

6434 名という、尊いいのちが一瞬のうちに奪われた未曾有の大地震。私たちは、この日を決

して忘れてはいけないと思います。 
 
本校では、１月 17 日に集会をもち、「今日は、いのちについ 

て考える日だよ」と全校生に伝えました。自分のいのちを守る 

ために、１つだけでも、災害の発生に備えた準備を実践してほ 

しいと呼びかけました。ご家庭でも、子どもたちと一度そんな 

話をしてみてください。 

そして、おこしいただいた弘道地区の防災士さんからは、も 

しものときの非常食についてお話をお聞きし、全校生で非常食 

の試食をさせていただきました。 
 
また、集会後には、防災士さんが４年生の子どもたちに、いのちを守る方法を３つ教えてく

ださいました。①ツナ缶がロウソクがわりになること、②空のペットボトルで心臓マッサージの練

習ができること、③新聞紙で簡易スリッパができること。知っていると知らないでは雲泥の差で

す。ちょっとしたことが、万が一のときに、自分のいのちを守ることにつながると感じた 1 日

となりました。 

お世話になりました防災士の皆様、ありがとうございました。  

 

 

  

 

 

 

 

 

◆日時；令和２年２月４日(火)８：15～ 

◆場所；弘道小学校 体育館 
 


